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１． 日程･参加者等 

■派遣内容   島原市防災避難訓練における防災講話 

■派遣日時   平成 30 年 11 月 18 日（日）10 時 30 分～11 時 00 分 

■派遣場所   島原市島原中央高校 

■派遣先事務局 島原市市民安全課 

■派遣エキスパート 杉本伸一（三陸ｼﾞｵﾊﾟｰｸ推進協議会 

三陸ｼﾞｵﾊﾟｰｸｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ（いわて復興応援隊）） 

■参加者    中学生、高校生、地域住民など（約 400 名） 

２． 派遣先において直面している課題や問題意識 

雲仙岳は、1990 年（平成２年）に噴火し、今もなお山頂には、その当時形成さ

れた溶岩ドームが不安定な状態で存在している。この間、行政機関等により、市民

への火山防災への啓発活動は行われてきたものの、噴火から 30 年近く経ち、災害

を経験していない世代も増え、市民の火山防災への意識が年々低下傾向にあると云

われている。 

今年度、島原市では、地域防災力の向上に向けた取組として、地元の安中地区の

町内会毎に「溶岩ドーム崩落等を想定した防災マップ」を作成した。今後、市は、

防災避難訓練を通じて、防災マップへの周知を図るとともに内容の検証を行う予定

である。防災避難訓練は、市民の火山防災意識の高揚を図る事業の一環として毎年

実施されているが、今年度は、地域住民だけでなく、地元中高生の参加も予定され

ており、この訓練が、火山防災へのさらなる意識啓発の場となるよう期待されてい

る。 

そこで、今回のエキスパート派遣では、訓練の参加者に対して、火山災害の教訓

や火山防災に関する知識、噴火時等の行動のしかた等を実際の噴火災害の経験談を

もとに、具体的に伝授されることが期待されている。  
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３． 雲仙岳の概要 

（１） 火山の概要 

島原半島の中央部を東西に横断する雲仙地溝（約９km）内に山体の中心部があり、

裾野まで含めると南北 25km の成層火山。火山の西部は古期山体、中央部に東に開

いた妙見カルデラがあり、その中に普賢岳等の最新期の溶岩ドーム群。さらに東に

眉山溶岩ドームがある。岩石は安山岩・デイサイト。有史以降の噴火で、溶岩を３

回流出したが、噴火活動はいずれも普賢岳に限られる。地震や地熱活動は西半でよ

り活発である。1990(平成２)年 11 月 17 日、普賢岳山頂東側の地獄跡火口及び九十

九島火口で水蒸気噴火が発生、翌年溶岩ドームが出現して成長、火砕流を頻発した。

安山岩・デイサイトの SiO2 量は 55.3～66.6 wt.% である。 

 
出典：日本活火山総覧（第 4版）、気象庁編 平成 25 年 

 

（２） 火山活動の履歴 

約 6300 年前のアカホヤ火山灰の堆積後に、岩屑なだれが発生し現在の眉山の北

方に堆積物を残しているが、その給源は不明である。その後、約 4000 年前には島

ノ峰溶岩が噴出し、火砕流を発生させた。さらに、約 4000 年前には眉山が生成し、

北斜面に火砕流が発生した。 
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＜雲仙岳 平成新山の状況（10 月 10 日、野丘監視カメラによる）＞ 

 

 

③ 地殻変動の状況 

火山活動によると考えられる変化は認められなかった。 

出典：気象庁ホームページ 雲仙岳の火山活動解説資料（平成 30 年 10 月） 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/fukuoka/18m1

0/504_18m10.pdf） 
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（４） 火山監視・観測体制 

磐梯山の観測点配置図は以下のとおりである。 

＜雲仙岳 観測点配置図＞ 

 

気象庁ホームページ 「雲仙岳 観測点配置図（平成 30 年 10 月）」 
(https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/504_Unzendake/504_Obs_points.html) 
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＜雲仙岳 観測点一覧表＞ 

気象庁ホームページ 「雲仙岳 観測点配置図（平成 30 年 10 月）」 
(https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/504_Unzendake/504_Obs_points.html） 
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（２） 噴火警戒レベルの運用 

気象庁は、平成 19 年 12 月より「噴火警戒レベル」の運用を開始しており、雲仙

岳では、運用開始直後の平成 19 年 12 月から運用を開始している。 

雲仙岳では、運用開始以降、現在まで噴火警戒レベル１【活火山であることに留

意】が継続されている。 
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出典：気象庁ホームページ 「雲仙岳の噴火警戒レベル」
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_504.pdf） 
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（３） 火山ハザードマップと火山防災マップ 

① 火山ハザードマップ 

雲仙岳では 1990 年からの噴火を受けて、地元島原市から火山ハザードマップ整

備の要望があがった。このことにより、急遽、火山災害予想区域図が整備された。

1991 年６月８日の火砕流の前日までに予測図が整備され、予測図に基づき警戒区

域が設定された。 

 

＜雲仙岳 火山災害予測図＞ 

出典：「1991 年（平成 3年） 雲仙・普賢岳噴火」、内閣府災害対応資料集 
（http://www.bousai.go.jp/kaigirep/houkokusho/hukkousesaku/saigaitaiou/output html 1/case199101.html

）  
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② 登山道防災マップ 

雲仙岳火山防災協議会では、平成 28 年度の協議会において、避難の基本的な方

針を以下の通り決定し、隠れられる場所マップ(仮称）を平成 29 年度に作成するこ

ととし、平成 30 年 3 月に登山道防災マップを発行している。 

＜雲仙岳登山道防災マップ＞ 
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（５） 防災教育・啓発活動 

① 島原防災塾 

雲仙岳の噴火災害から 27 年が経過し、災害の経験や教訓が風化している兆候が

懸念されている。地域で起こった過去の災害について学ぶことは、地域の防災力の

向上を図る上で非常に重要である。 

このような背景を踏まえ、雲仙地域では噴火災害において壊滅的な被害を受けた

安中地区が中心となって、住民主体の防災教育に取り組んでいる。 

この防災教育では、『地域のことは地域で教える』を基本理念に掲げ、地域のこ

とを熟知している住民等が中心になって、 その知識を子供たちに伝承していくと

いうものである。これは、噴火災害の経験に基づく避難や復興のノウハウを持って

いる被災経験者（地域住民）が、 当時の被災体験について災害を経験していない

地域の子供たちや新規居住者の方に直接伝える機会を創出するもので、 災害伝

承・防災教育において非常に効果的な方法であると考えられている。 

この島原防災塾は、平成 23 年度から実施されており、平成 29 年 12 月の実施で、

計７回行われている。 

 

＜島原防災塾の実施体制＞ 

出典：雲仙復興事務所ホームページ 
（http://www.qsr.mlit.go.jp/unzen/sabo/prevention/education2.html） 
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② 雲仙岳災害記念館がまだすドームでの取組 

雲仙岳災害記念館がまだすドームは、雲仙岳の噴火災害の教訓を後世に伝えるた

め、島原市地域再生行動計画で定められ、長崎県が建設したもので、平成 14 年に

オープンした。 

このがまだすドームでは、常設の展示によって火山災害の実態と脅威、復興の姿

や火山がもたらす恵みについて、学ぶことができるようになっているほか、イベン

トとして「火山フィールドワーク学習」や「防災でカフェ」など、火山を題材にし

た取組を行っている。 


